
 

 

 

 

  

 

 

 西武鉄道株式会社（本社：埼玉県所沢市、社長：若林 久）では、駅ホームにおける更なる安全性向上のため、

ホームドアの整備を行います。 

現在、池袋駅において、ホームドアの整備を進めており、2017年度末に完了する予定です。引き続き、1日あ

たりの乗降人員 10万人以上の駅（将来の想定含む）について、2020年度を目途とし、ホームドアの整備を計画

します。これにより、当社の計 6駅にホームドアが整備されます。 

また、内方線付き点状ブロックの整備も順次進めており、1 日あたりの乗降人員１万人以上の駅については、

2017年度中に完了させる予定です。 

 なお、ホームドア、内方線付き点状ブロックの整備については、国及び自治体と三位一体となり取り組んでま

いります。詳細は、下記のとおりです。 

記 

１．ホームドアを整備する駅 

  池袋駅（整備中） 

 練馬駅 

 西武新宿駅 

 高田馬場駅 

 所沢駅 

 国分寺駅 

※この他の駅についても、今後整備を検討してまいります。   

 

 

２．内方線付き点状ブロックの整備状況 

  2016年度末 乗降人員1万人以上駅 ５８駅/６７駅（８７％） 

   2017年度末 乗降人員1万人以上駅 ６７駅/６７駅（１００％）  

※引き続き、乗降人員1万人未満の駅についても整備を進めてまいります。 

 

以 上    

◇お客さまのお問合せ先 

西武鉄道お客さまセンター TEL.(04)2996-2888 

音声ガイダンスのご案内により、メニューをお選びください。 

［営業時間：平日 9 時～19 時 土休日 9 時～17 時］ 
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池袋駅ホームドア 

駅ホームにおける安全性向上 

西武鉄道の主要な６駅にホームドアを整備します 


